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日中対照言語学会会報(№60) 

2022年 6月 5日（日）発行   会報担当：加藤晴子、続三義 
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1．2021年度学会理事会（2022年 5月 14日）議事録 

日  時:  2022年 5 月 14日（土）18：30～19:00 

場  所:  オンライン会議 

出席者:  加藤晴子、続三義、彭飛、王学群、竹島毅、于康、丸尾誠、下地早智子、平山邦彦、 

豊嶋裕子、時衛国、上地宏一、勝川裕子、劉驫、謝平、魯暁琨、趙海城、楊彩虹、 

森山美紀子、楊麗栄、古賀悠太郎、白石裕一、兪鳴蒙、橋本幸枝、安藤好恵、 

小路口ゆみ、犬塚優司、斉藤貴志（敬称略、順不同） 

［審議事項］ 

① 編集委員会規程の改定（改定結果は学会の HPを参照されたい） 

昨年 12 月に編集委員会によって改正され、すでに学会誌 24 号の付録にしたものの、学会 HP

掲載に向けて、文言の修正をしたものが、于康編集委員長から報告され、承認された。 

② 『日中言語対照研究』投稿規定の改定（改定結果は学会の HP を参照されたい） 

昨年 12 月に編集委員会によって改正され、すでに学会誌 24 号の付録にしたものの、学会 HP

掲載に向けて、文言の修正をしたものが、于康編集委員長から報告され、承認された。 

③ 2021年度決算報告（附資料①） 

白石会計係から 2021年度決算報告案の報告があり、承認、会員総会にかけることとなった。 

④ 2022年度予算案（附資料②） 

白石会計係から 2022年度予算案が報告され、承認、会員総会にかけることとなった。 

⑤ 新理事会（役員会）の選出（附資料③） 

昨年 11月に学会の理事選挙が行われ、その結果は 12 月の常務理事会拡大会議で報告された。
2022年 3月の常務理事会で次期理事候補を確認し、その後、続三義副会長より、それぞれの候補

者に担当の意向について打診・確認を行った結果まとめられた次期理事名簿（案）が続三義副会
長より提案され、承認、会員総会にかけることとなった。 

新理事会における常務理事、一般理事の人選も承認され、会員総会にかけることとなった。 

⑥ 新会長の推薦（附資料③） 

上記⑤を踏まえた新理事会で、学会の会則にのっとり、加藤晴子会長より、彭飛副会長が次期

会長として推薦され、次期理事会及び会員総会にかけることとなった。 

⑦ 名誉会員の推薦 

学会の会則に則り、橋本幸枝会員を名誉会員として、続三義副会長より提議、承認され、総会

にかけることとなった。 

⑧ その他 

［報告事項］ 

① 会員数の報告 

白石会計係より、2022年 4月 1日現在、会員数は 296 名（社会人 187名、大学院生 109名）、5

月 15日現在 311名（社会人 190名、大学院生 121名）であることが報告された。 

② 学会誌 24号の出版 

于康編集委員長より、学会誌 24 号はすでに編集が終了し、白帝社に入稿済み、5 月 31 日発行

予定であることが報告された。 
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③ 学会誌 23号の送付 

白石会計係より、会員及び関係機関に 224冊の送付があったことが報告された。 

理事会の最後に、加藤晴子会長が現理事会を代表し、挨拶した。 

 

2．2022年度学会理事会（2022年 5月 14日）議事録 

日時:  2022年 5月 14日（土）19：00～19:30 

場所:  オンライン会議 

出席者:  彭飛、加藤晴子、続三義、王学群、竹島毅、下地早智子、安本真弓、丸尾誠、張黎、 

平山邦彦、豊嶋裕子、勝川裕子、古賀悠太郎、劉驫、上地宏一、余維、玉岡賀津雄、藤田昌志、 

陳淑梅、謝平、魯暁琨、戦慶勝、趙海城、楊彩虹、路浩宇、岡本俊裕、小路口ゆみ、楊麗栄、 

福田翔、楊蕾、岡原嗣春、斉藤貴志、王湘榕、犬塚優司、于康、張婧禕、（敬称略、順不同） 

［審議事項］ 

① 新理事会（役員会）の選出 

現理事会により提案された理事会候補が承認され、総会にかけることとなった。 

② 新会長、新副会長の選出 

学会の会則に則り、加藤晴子現会長より、彭飛副会長を次期会長として推薦、承認され、総会

にかけることとなった。 

続いて、彭飛次期会長より、以下の通り推薦があり、承認され、総会にかけることとなった。 

竹島毅現常務理事、下地早智子現常務理事を次期副会長に。 

安本真弓現常務理事を次期事務局長に。 

曹泰和会員を次期会計係に、石井宏明現理事、白石裕一現理事を次期監査役に。 

③ 2022年度冬季大会 

開催日は 12月 18日、オンライン形式で行なわれることが、彭飛次期会長より提案され、了承

された。 

［報告事項］は 2021年度学会理事会に同じのため省略。 

 

3．日中対照言語学会第 46 回大会（2022年度春季大会）開催報告 

2021 年度冬季大会開催時に行われた常務理事会拡大会議で、2022 年度春季大会の開催が決ま

り、于康編集委員長からの提案により、北京理工大学との共同開催が決まった。その後、大会委
員会が発足し、于康編集委員長が大会委員長を兼任することとなり、北京理工大学をはじめ、各

方面への広報活動を展開し、日本国内だけでなく、中国国内からも多くの応募があり、5月 14日

～15日の 2日間にわたり開催され、ピーク時に 300人に上るアクセスがあったほど、盛大に開催

された。（関係資料、学会 HP を参照） 

 

4．2022年度会員総会開催報告 

2022年度春季大会終了後、2022 年度会員総会が開催された。議事に先立ち、藤田昌志会員を

議長に選出した。総会では、学会理事会の審議事項に基づき、以下の議題について審議・報告
された。総会の最後に、加藤晴子現会長、彭飛新会長の挨拶が行われた。 

［審議事項］ 

① 編集委員会規程の改定 

② 『日中言語対照研究』投稿規定の改定 

③ 2021年度決算報告 

④ 2022年度予算案 

⑤ 新理事会（役員会）の選出 

⑥ 新会長の選出 

⑦ 副会長、事務局長の承認 

⑧ 会計係、監査係の承認 

⑨ 名誉会員の承認 

⑩ 2022年度冬季大会の開催（12月 18日（日）） 

［報告事項］ 

① 2021年度の会員数 

② 学会誌 24号の出版 

③ 学会誌 23号の送付 
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資料① 2021年度決算表 

         
資料② 2022年度予算表 
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資料③ 新役員名簿 

日中対照言語学会役員名簿（2022年 6月から） 

顧 問：荒屋勧、佐藤富士雄、史有為、鈴木康之、横川伸、高橋弥守彦 

会 長：彭飛 

副会長：竹島毅、下地早智子 

編集委員長：下地早智子（兼任） 

常務理事（17名）（五十音順）： 

関東地区（11名）：王学群、勝川裕子、加藤晴子、上地宏一、呉川、続三義、竹島毅、 

豊嶋裕子、平山邦彦、丸尾誠、安本真弓 

関西地区（5名）：于康、下地早智子、張黎、彭飛、劉驫 

海外（1 名）：古賀悠太郎 

一般理事（27名）（五十音順）： 

関東地区（14名）：安藤好恵、石井宏明、王安、小路口ゆみ、斉藤貴志、玉岡賀津雄、趙海城、 

陳淑梅、椿正美、新田小雨子、森山美紀子、楊彩虹、楊麗栄、魯暁琨 

関西地区（12名）：阿部慎太郎、犬塚優司、岡原嗣春、岡本俊裕、謝平、戦慶勝、張婧禕、 

福田翔、藤田昌志、余維、楊蕾、路浩宇 

海外（1 名）：王湘榕 

学会事務局など 

事務局長：安本真弓 

会計係：曹泰和 

監査役：石井宏明、白石裕一 

 

 

5．2022 年度冬季大会の開催に関する事項 

日中対照言語学会第 47 回冬季大会研究発表の募集 

2022 年度冬季大会は 12 月 18 日（日）、オンラインで開催されます。研究発表を希望される研究

者・院生の皆様は、2022 年 9 月 30 日（金）までにテーマと要旨（500 字前後）を添え、楊彩虹

（yang@imc.hokudai.ac.jp）までお申し込みください。 

 

6．月例会（2022 年 4 月）報告 

日 時： 2022年 4月 16日（土）17：00～19：00 

場 所： オンライン形式 

発表者： 徐幸華（奈良女子大学・大学院） 

テーマ： 翻訳法「節分割」の後、語順選択についての考察 

      日本語非限定的連体修飾を中国語への翻訳を中心に     

 

 事務局より  

1）学会の入会は、日中対照言語学会 HP 上で随時受け付けています。申し込みができない場合は、

安本真弓事務局長（yasumoto@cap.ocn.ne.jp）までご連絡をください。年間会費は社会人 4,000

円、院生 2,000円となっています。 

2）毎月の例会の開催は、郵送ではなく、メールにてご連絡させて頂いております。不明の方が 

いらっしゃいますので、ぜひお知らせいただきたくお願い申し上げます。また、メール変更に

つきましても、同様にお願い申し上げます。 

3）次号学会誌の原稿の締め切りは、例年通り 9月末日とします。 
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